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ム ラ サ キウ ニ の ゼ リー層に おける精子先体反応に っ

い て

宋光隆志 （埼玉 大
・理 ・生化），古川 純子 （神 経 研

究所 ・微 生 物），石 原勝敏 （埼 玉 大 ・理 ・生 化）

On　the 　acrosome 　reaction 　of 　spermatozoa 　in　jelLy

layer　 of 　 sea 　 urchin 　 egg

TAKASHI 　SUEMITSU ，

KATSUTGSHI 　 IsHIHARAJUNKO

　FURUKAWA ，

　 ム ラ サ キ ウ ニ の 卵表の 濃縮 ゼ リー層中で ，精子は

先体反応 を起 こ さな い が，濃縮 ゼ リー層 を 海水 で 希

釈す る と先体反 応 を 起 こ す よ うに なる 。 こ れ は，濃

縮 ゼ リ
ー
暦 の pH （7．5）が，希釈に よ っ て 海水 の pH

（8．O〜8．2） に 近ず くた め と考 え られ た 。実際 に 濃

縮 ゼ リー層 の pH 　8，2 に 調製す る と，先体反応 を起

こ した 。 さ らに ， 先体反応 の pH 依存性 を み る と，

pH の 上 昇 に つ れ て 先体反応率は 上 昇 し た が，　 pH

7．4 で も20％ 程度 の 先体反応率 が得られ，濃縮 ゼ リ

ー層中で の 先体反応の 抑制 に は pH 以外 に も原因が

あ る と考 え られ る。濃縮 ゼ リ
ー層に Ca を 加え る と ，

先体反応率 が 上昇す る の で Ca が そ の
一

因 で あ る と

考え られ た 。 濃縮 ゼ リー層中 の 総 Ca 量は 海水中 よ

りも多 い の で ，遊 離 Ga に 注 目 し，ゼ リー一と Ca の 結

合実験を し た 。
Ca 除去濃縮 ゼ リーを 調 製 し， ミ リ

ポ ア フ a ル タ
ー

法 で
“sCa

と の 結合実験 を した。そ

の 結果 ， 濃縮 ゼ リ ー層へ の 結 台 Ca 量 は ，遊 離 Ca量

の 1 彩 以下 で あ り，濃縮 ゼ リ
ー
層 に 遊離 Ca 量 が 欠

乏 して い る とい う結果 は 得 られなか っ た。ゼ リ
ー

へ

の
isCa

の 結合を み る と遊離Ca が 0．25mM 以
一
ドで

は ，Ca は ほ とん ど結 合 せ ず，　 O．　4mM 前後 か ら急激

に 結合する。0．51nM 以 上 に な る と遊離 Caに 対 し一

定の 割合 で 結含す る よ うに な っ た 。
こ の 結果 か ら ，

ゼ リ
ー

物質 は 0．4mM 付近 で 何 らか の 形 で 活性 化 さ

れ ，そ れ に ょ っ て 生理 活性 を 持つ よ うに な る と 考 え

られ る。ま た ，精子 が 卵周辺 の どの 部域 で 先体反応

を起 こ して い るか 知 る た め に ，媒精 し て か ら濃縮 ゼ

リ ーを 分 画 す る と，濃縮 ゼ リー申で も精 子 は 先体反

応 を 起 こ し て い た 。故に，精 子 は ゼ リ
ー
層外 周 部 で

先体反 応 を 起 こ しゼ リー層中 を 進み ，卵表 に 結合す

る と考え ら れ る。

複合ホ ヤ Pelgandrocarpa 　 misakiensis の 光刺

激に よる 放卵
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Spawning　in　 resp ・ nse 　t・ 】ight　by　the 　compound

ascidian ，　 Polyandroca 广舛 misakiensis

KO 玉CH 【RO 　 HAS 田 MOTQ ，　 HIRQSHI 　 WATANABE

　本種は 囲 鰓腔壁 出芽 に よ っ て 群体 を 形成す る が，

各個 虫は 互 い に 独 立 して お り，有性性殖は 単体 ホ ヤ

に 特徴的 な 放卵放精 を 行 な う卵生 型 で あ る。6 〜10

月 の 生殖期 に 日周性を示す放卵 は ，明け方 の 暗 → 明

の 変化 が 引き金 と な っ て ，日 長 条件 に 規定 され た 潜

伏 期 （9．5〜12hr）後誘起 され る ぐ74，
’
76）。

　常暗状態 （DD ）で 放卵 は 誘起 されな い が，常明状

態 （LL ）で は ，約 18〜20hr の 周 期 で 放卵 が 認 め られ

る （
’74）。 すなわ ち ， 暗期 （D ＞は 放卵 自体に は 必要

な く，放卵の タ イ ミ ン グ に 重要 な 役割 を は た して い

る と考 え られ る。LL 条件 下 で 任 意 の 放 卵 を 誘起 さ

せ 得るD は 40分 倣 卵率約 6 ％）以 上 で ょ く ，
lhrで

100．％ の 放卵率 を 示 した が ，LL で の 放卵 も同時 に 誘

起 され た 。
2hrD で は ，　 LL 下の 放卵 は 認 め られ な か

っ た 。 しか し，こ の lhrD は完全 な暗期 の 必要 は な

く， そ の 中 間 に 10分 の 明 期 （L＞（20001x ）を 入 れ て も

工00％tu卵 が 起 こ っ た が ，30〜58分 L で は 抑制 され ，

LL で の 放卵 の み で あ っ た 。

　 14hrD 後，0．　051x の 光 で も放卵 を 誘起 させ 得 た 。

0，05〜30001x の 光 を 使 っ て，14hrD 後 の 潜伏期 を

調 べ る と ほ ぼ差 は 認 め られ な か っ た a 次 に ，30001x

以下 の 放卵 を 誘起 さ せ 得 る光 を 使 い ，LL 条件 下 で

弱 → 強 の 光の 変化 （2 ，4 ，10，20，100倍）を与え

る と，100 倍 の み D −
｝L と 同様 の 潜伏期 を もっ て ，

100％
’
放卵 が 誘起 され た e 同様 に して ，強 → 14hr 弱

→ 強 の 変化 を 与え る と，弱 → 強が 10倍 の 変化 で も約

50％ の 放 卵 率 を 示 した 。た だ し，こ れ ら の 場 合 ，
LL

条件下 で 見 られ る放卵 も誘起 され た。
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